
第２回気象サイエンスカフェ in 関西 開催報告 

日本気象学会関西支部 

関 西気象予報士会   

 2008年12月4日（18時～20時）、大阪心
斎橋英國屋本店にて「第２回気象サイエンスカ

フェin関西」を気象学会関西支部と関西気象予

報士会の共催でおこないました。ゲストには京

都大学防災研究所教授の向川均さんをお招きし、

「地球温暖化と異常気象～温暖化すると気候は

どう変化するのでしょうか～」というテーマで、

温暖化の現状や予測、今年の夏の気象との関連

などについて話題提供していただきました。 

 

 参加者は年齢層も幅広く、スタッフも含め

て２９名で（そのうち半数ほどは関西気象予報

士会会員）、英國屋３階の特別室を貸し切りまし

た。これだけ入るとやや狭いかなという感じも

しましたが、通常の講演会とは違ってゲストの

先生との距離感はあまり感じられません。最初

はやや緊張した雰囲気でしたが、コーヒーやケーキをいただきながら向川先生の熱意のあるお話

を聞いているうちに、質問も活発に出始め（「夏、北極海のロシア側で海氷が広く融けているの

はなぜか」「海氷が融けると海の水位は上がるのか」「なぜ極東の初冬の温度が下がるのか」「ロ

スビー波とは何か」「海水温上昇による海水の膨張はどのくらいか」「エルニーニョと温暖化の関

係は」---等等）、向川先生も質問にはていね

いに答えておられましたので、予定されてい

た内容を一部割愛しなければならないほど

で、あっという間に２時間がたってしまいま

した。 

サイエンスカフェのチラシ 

 

 向川先生のお話の中では、「日本の夏の

天候はインド洋での気温の影響を受ける傾

向にある」「一週間以上の予報が難しいのに

なぜ１００年先の予想ができるのでしょう
会場の様子（心斎橋 英國屋本店エレガンスルーム） 



か」「気象現象は非線形性をもち、同じ条件でもその起こり方は一様ではなく、地球温暖化によ

る気象の予測は単純に答を出すことはできない」「今年の夏は、温暖化したときに現れやすい２

つの気象状態（前半の高温小雨、後半の集中豪雨多発）が現れたのではないか」などが印象に残

りました。 

 

 今回は気象学会関西支部

と関西気象予報士会だけで開

催した最初のサイエンスカフ

ェであり、進行等で今後改善

すべき点もありましたが、お

おむね成功したのではないか

と思います。今後も学会と予

報士会が協力し合って、より

よい気象サイエンスカフェが

実施できればと考えます。 
当日のプレゼンテーションの中の一枚（向川先生撮影） 

 

‡‡‡ 参加者のアンケートから ‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後取り上げてほしい話題（複数回答） 
（各人のご意見を大雑把にまとめました） 

‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡ 


